
高知カツオ県民会議 第９回カツオ食文化分科会 議事録 

場 所 (株)丸三会議室 

開催日 H30年 5月 22日 13：30～15：00 

参加者 

(株)丸三 岡内啓明    （株）ノーベル 木村祐二 

RKC調理製菓専門学校 三谷英子  高知県調理師連合会 大下正治 

高知中央市場鮮魚仲卸協同組合 徳廣好彦 酔鯨酒造㈱ 佐野麻美 

高知商工会議所青年部 西村修一  キリンビール株式会社 大石恭三 

アサヒビール株式会社 杉崎 友紀  高知県調理師匠庖会 明神靖 

㈱ティーエルホールディングス 久保公晶  高知県観光コンベンション協会 石元浩之進 

共同通信社 西野秀    高知広告センター 松岡洋介 

食文化分科会 事務局（丸三） 別府康高     合計 15名 

 

（報告事項） 

 以下、座長より報告がなされた。 

・中土佐町鰹祭りブース出展（カツオシールが 1,000枚を超える配布で大変好評であった） 

・クラウドファンディングによる鰹に合う土佐酒のブランド化（協議事項に協議の記述あり） 

・高知カツオ県民会議フォーラムの日程は未定。なお東京海洋大学で開催される日本カツオ学会の 7 月 7 日のセ

ミナーにて受田会長代理が特別講演を実施。 

 

（協議事項） 

１．高知城歴史博物館 『日本の文化講座－土佐の海・鰹』 

食文化分科会に、9 月 22 日『魚を食べる～鰹の食文化』 での講師依頼があり、RKC 調理製菓専門学校の三

谷校長先生に快諾をいただいた。 

２．カツオマイスター認定制度について（業務系） 

カツオマイスター認定制度の趣意書、認定案、金看板等について検討がなされた。 

別添資料①趣意書 

別添資料②認定制度内容 

別添資料③カツオマイスター申請書 

別添資料④カツオマイスターロゴマーク、金看板、認定書その他店内ツールデザイン案「Ａ」 

別添資料⑤カツオマイスターロゴマーク、金看板、認定書その他店内ツールデザイン案「Ｂ」 

 

①②③については、意義なく全体の賛同をえた。④⑤のデザインについてはそれぞれの良さがあり、出席委員の意見

もほぼ半々に分かれた。しかしながら、Ａ案のタイポグラフィについては、全体の支持を得ることとなった。また、和のイ

メージが強いＢ案に比べて、Ａ案は和洋中どのジャンルにも違和感なく使えることもあり、委員会としてはＡ案を第一

候補として幹事会に諮ることとした。 

なお、ロゴマークに使われている「高」の文字を高知家ロゴと共通にしてはどうかという意見があり、その点をデザイナー

と調整する。またカツオマイスターの消費者向けの説明文は、ネイティブ版、標準語版とともに、外国観光客向けの

英語表記を追加する事が今後の課題として挙げられた。 

カツオマイスター認定制度の周知は、和洋中の各調理技術団体さんへの広報と報道機関での記者発表を利用す

る。その後の申請受付や、認定証書の授与、各種ツールの配布については、次回分科会の検討課題とした。 



３．カツオ検定（一般向け） 

プロ向けと一般向けで名前が同じになってしまうと、両者が混同されたりプロのカツオマイスターのイメージが下がること

が危惧されるので、表現方法を変えることとした。 

飲食店、量販店など業務系のカツオマイスター認定制度に対して、一般向け検定試験のネーミング候補は、カツオ

博士、カツオ達人、カツオ名人。その他にも、アドバイザー、サポーター、マスター、マニア、県民、語り部、先生など、

様々な意見が出た。これだ！という案が見つからず、候補を挙げる段階にとどまった。今後の予定として、カツオ検定

の先駆者である枕崎市を秋ごろに訪問し、現状と課題を学ぶこととした。また事前学習の素材として、次回の分科

会では、枕崎市のカツオ検定本を各委員に配布する事とした。 

 

４．カツオに合う土佐酒のブランド化に向けて 

幹事会で意見をいただいた、クラウドファンディングによる鰹に合う土佐酒のブランド化について協議を行った。 

この件については事前に、高知県酒造組合竹村理事長との意見交換を岡内座長がおこなっている。そこでは、クラ

ウドファンディングの活用はカツオに合う土佐酒のブランド化だけではもったいない、もっと大きなことに活用したらとの意

見が出された。また、高知で初ガツオや戻りガツオにあう酒コンテストを開催するなど、カツオの話題性づくりと同時に

土佐酒がＰＲできるイベントは是非実現したいということなどが話し合われた。分科会では、すでにおこなわれている

イベントの利用を考えてみてはどうだろうという意見が出された。具体的には、10 月 1 日の日本酒の日に高知県酒

造組合がおこなっているイベントに戻りガツオにあう酒コンテストや、利き酒会をするなどが想定される。幹事会に諮っ

たのちに、酒造組合と協議したい。 

 

 

 

 

 

【 今後の日程 】 

 ６月２６日（火） １３時半～１５時 食文化分科会 （丸三） 


